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医師が発信する新しい形のニュースサイト 

「Aging Style （エイジングスタイル）」 

アンチエイジング医師団とジェイ・キャストが共同で運営開始 
 

一般社団法人 アンチエイジング医師団支援機構（東京都中央区、代表 塩谷信幸）と、株式会社ジェイ・キャスト

（東京都千代田区、取締役社長 大森千明、以下ジェイ・キャスト）は、2015 年４月１日より、医師とともに新しいエイ

ジングについて考える専門ニュースサイト「Aging Style（エイジングスタイル）」（http://www.agingstyle.com/）の運営

を共同で開始します。 

サイトの最大の特長は、医師や専門家が自ら発信する情報です。いままで、企業やメディアの依頼を受けて医

師がコメントや記事を出していくことはありますが、医師自らがメディアを持ち、主体的に情報を発信していくというこ

とはあまりありませんでした。 

健康や美容、医療情報への関心も高まり、ネットでの情報拡散力も強まっています。しかし、ネット上にはさまざ

まな情報があふれ、情報に翻弄された人々が、健康を害したり、医療トラブルに陥ったりする現実があります。 

その状況を打破するべく、アンチエイジング医師団とメディアプロバイダーのジェイ・キャストが共同でニュースサ

イトを立ち上げました。健康については、実は医療がサポートできる部分は少なく、普段の生活の質の向上が重要

です。そこで私たちは、このサイトの名前を「Aging Style（エイジングスタイル）」とし、医療や健康情報だけでなく、そ

れらを囲むライフスタイル全般の、信頼できる情報を広く提供していく予定です。 

 

■ アンチエイジング医師団とは 

「最先端の安全な医学/医療情報の提供と実践」のために結成された医師集団。予防医学/医療、美容、ライフスタイ

ル、コミュニケーションなど幅広い分野から考えられた「前向きに年を重ねるための処方箋」の提案を行っている。アンチ

エイジング医師団の所属医師は 7 名。ほかにも多くの専門分野を網羅するために顧問団を形成し、現在 24 名の医師や

専門家が所属している。企業のコンテンツや商品の監修業務も行っている。 ※医師・専門家プロフィールは別紙 4参照。 

 

■ ジェイ・キャストとは 

企画・編集力を核としたメディアサービスプロバイダー。月間約 1,300 万人が訪れるインターネットメディア「J-CAST ニ

ュース」のほか、女性向けの「東京バーゲンマニア」、地域情報の「Ｊタウンネット」 などの自社メディアを運営。また、企

業の制作物の企画編集、PR 業務、マーケティング支援、e ラーニングコンサルティングなども行っている。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

エイジングスタイル編集部（ジェイ・キャスト内） 

  E-MAIL： asinfo@j-cast.com  TEL： 03-6823-6060 FAX： 03-5215-7091 

株式会社ジェイ・キャスト 担当： 蜷川聡子、元岡幸子 

  E-MAIL： pr@j-cast.com  TEL： 03-3264-2591 FAX： 03-5215-7091 

  所在地： 〒102-0084 東京都千代田区二番町 12-8 ロイヤルビルディング 

一般社団法人 アンチエイジング医師団支援機構 担当：さえき文香、倉本康正 

  E-MAIL： info@doctors-anti-aging.com  TEL： 03-6869-9715  FAX： 03-3502-1412 

  所在地：〒104-0061 東京都中央区銀座 6-13-16 銀座 Wall ビル UCF5階 

http://www.agingstyle.com/
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■ サイトイメージ  

http://www.agingstyle.com/ 
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トップページ                   記事ページ 

 

■ 主要コンテンツ 

ニュース 

医療・健康・美容に関する話題を中心に、アンチエイジングに関するニュースを、独自の切り口で解説します。すべ

て、医師または専門家による監修記事です。 

トピックス 

医療・健康・美容など、アンチエイジングに関する注目情報を独自にセレクト。端的に分かりやすく紹介します。 

コラム 

美容や健康、医療に関する基本情報から、おすすめの本や医師や専門家の執筆・監修記事など、QOL の向上に

役立つさまざまな分野の確かな情報を掲載します。 

専門家ブログ 

アンチエイジング医師団、顧問団、また医師団が推薦する専門家たちのブログ記事を転載していきます。 

Dr.山田の AAチャート 

「見た目のアンチエイジング」に関する記事を整理し、分かりやすくするために、ヨコ軸に見た目のポイントになる

「皮膚・容貌・体形」、タテ軸に対策法となる「基礎・運動・食事・精神（脳）・治療」の 3×5＝15マスで記事を分類してい

ます。このチャートから、分類ごとに記事を読むことができます。 

スマートフォンにも対応 

記事下に記事を監修した医

師のプロフィールを掲載。 

ニュース記事の最後には、

記事のもととなった参考論

文を記載。 

 

※左記は次ページ下に以下 

 

 

http://www.agingstyle.com/
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■ ロゴデザイン 

ロゴデザインには、アートディレクター・アーティストの戸田正寿氏を起用しました。 

 

 

■ 基本ロゴ                             

 

 

 

 

基本ロゴ                                 人がつながることでハートがあらわれます 

 

 

 

ロゴマークに込めた思い 

生命のもつあたたかさや躍動感を「人」のラインで表現。シンボルカラーは、清潔感のあるブルー。エイジングを肯定的

に受け止め、人生を健やかに楽しむ人をイメージしました。人型のマークデザインは、つながるとその間に心（ハート）が

形づくられます。家族や友人、医師などさまざまな人と関わりながら、いつまでも健康に人生を楽しむことができるように。

そして、人と企業と医療が結びつき、つながっていくことで、心あるものが生まれていくことを願っています。 

 

 

戸田正寿氏プロフィール 

1948 年福井県生まれ。70 年髙島屋宣伝部を経て 73 年に日本デザインセンター入社。76 年戸田事務所設立。主な

仕事に、サントリーローヤル（ランボー、ガウディ、ファーブル、マーラー篇）、サントリーペンギン缶ビール、三宅一生のフ

ァッション広告、展示会等、伊勢丹ファッションキャンペーン全般と CI、『アエラ』表紙アートディレクション。パルコ、ビブレ

21 ファッションキャンペーンと CI、森ビル六本木ヒルズオープンキャンペーンディレクション、G8「洞爺湖サミット」会場演

出・アートディレクションなどがある。 

受賞歴：日本現代展三重県立美術館賞、リュブリン国際反戦芸術トリエンナーレ優秀賞、第 17 回リュブリアナ国際版

画ビエンナーレ展美術館賞、クラコウ国際版画ビエンナーレ美術館賞、その他多数。 

展覧会：ブラッドフォード国際版画ビエンナーレ展、ハラアニュアル招待出品展、「X=t」展（シカゴアトニウム美術館）、

HEIAN 展（ロサンゼルス サンタフェ）など。 
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■ 編集スタッフ 

 

編集長 ： 塩谷 信幸（しおや のぶゆき） 

北里大学名誉教授 / 北里研究所病院形成外科・美容外科客員部長 

アンチエイジング医師団代表 / ＮＰＯ法人 アンチエイジングネットワーク理事長 

ＮＰＯ法人 創傷治療センター理事長 / 医療法人社団 AAC クリニック銀座 名誉院長 

 

東京都出身。東京大学医学部卒業。東京米軍病院でのインターン修了後、１９５６年フルブライ

ト留学生として渡米。外科および形成外科の専門医の資格を取得。帰国後、東京大学形成外科、

横浜市立大学形成外科、北里大学形成外科教授。定年退職後も、国際形成外科学会副理事長、

日本美容外科学会理事長を歴任。現在、日本抗加齢医学会名誉顧問を務め、形成外科、美容外

科、アンチエイジング医学の発展に尽力している。 

 

メディカルビューティースペシャリスト＆スーパバイザー ： 海野 由利子（うみの ゆりこ） 

美容・医療ジャーナリスト。 

81～89 年文化出版局装苑編集部にてファッションと美容を担当。美容の面白さに目覚め 89 年に

独立。多くの雑誌で取材・執筆。美容と関係の深い皮膚科、婦人科、美容医療など医療分野にも

取材のフィールドを広げる。多くの企業の商品開発やマーケティングのアドバイス、講演なども行

なっている。 

日本抗加齢医学会会員、日本抗加齢医学会の分化会「見た目のアンチエイジング研究会」会員 

 

副編集長 ： 三代川 律子（みよかわ りつこ） 

株式会社ジェイ・キャスト 常務取締役。 

「無印良品」のコピーライター、雑誌「ZOOM」副編集長、毎日新聞社「旅にでようよ」等の編集者を経て現職。ジェイ・キャ

ストにて、美容・ヘルスケア関連メーカー、食品メーカー、繊維メーカーなどの情報誌（紙）の企画・編集も担当。著書に

「パーティアイデア BOOK」「あの笑顔が忘れられない」、翻訳書に「マザーテレサ愛の軌跡」等。 

 

シニアエディター ： 伊藤 学（いとう まなび） 

医療・美容ライター。編集者。 

学生時代より男性誌のライターとして寄稿をし、フリーランスとして女性誌や専門誌にて取材ライターを務める。探求心の

高さから美容や健康への専門性を高め、特にアンチエイジングの分野に精通。最近は、雑誌編集および出版・ウェブサ

イトのプロデュース、企業のコンサルティングなど幅広く活躍中。 

 

 

そのほか、ジェイ・キャスト編集スタッフ及び、アンチエイジング医師団事務局スタッフで構成。 
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■ アンチエイジング医師団 医師プロフィール 

 

塩谷 信幸（しおや のぶゆき） 

北里大学名誉教授 / 北里研究所病院形成外科・美容外科客員部長 

アンチエイジング医師団代表 / ＮＰＯ法人 アンチエイジングネットワーク理事長 

ＮＰＯ法人 創傷治療センター理事長 / 医療法人社団 AAC クリニック銀座 名誉院長 

 

東京都出身。東京大学医学部卒業。東京米軍病院でのインターン修了後、１９５６年フルブライ

ト留学生として渡米。外科および形成外科の専門医の資格を取得。帰国後、東京大学形成外科、

横浜市立大学形成外科、北里大学形成外科教授。定年退職後も、国際形成外科学会副理事長、

日本美容外科学会理事長を歴任。現在、日本抗加齢医学会名誉顧問を務め、形成外科、美容外

科、アンチエイジング医学の発展に尽力している。 

 

市橋 正光（いちはし まさみつ） 

神戸大学名誉教授・再生未来クリニック院長 

 

徳島県出身。神戸大学医学部卒業。平成４年神戸大学教授。紫外線による皮膚の老化(光老化）

の研究の第一人者、色素沈着などの肌の障害に関する研究分野で世界的に認められている。近

年は、皮膚科領域の再生医療の研究にも尽力している。第 33 回日本皮膚科学会西部支部総会

金賞、第 14 回清寺眞記念賞、インドネシア大学医学部名誉賞など受賞。若々しい肌の回復維持

のための食事、サプリメントや運動などのアンチエイジングの専門家としても活躍中。 

 

 

大慈弥 裕之（おおじみ ひろゆき） 

福岡大学形成外科学主任教授・形成外科診療部長 

 

福岡県出身。福岡大学医学部卒業。防衛医科大学校皮膚科、北里大学病院形成外科、福岡大

学医学部整形外科、福岡大学病院形成外科助教授、ボストンこども病院 Brigham & Women's 

hospital 留学を経て 2005 年より現職。日本形成外科学会、日本抗加齢医学会をはじめ主要学会

の理事、日本頭蓋顎顔面外科学会、日本美容外科学会、日本創傷治癒学会などの評議委員も務

めるかたわら、NPO 法人創傷治癒センター、NPO 法人アンチエイジングネットワークなどの理事と

して社会活動にも尽力。形成外科、美容外科のオールラウンドの第一人者で、乳がん患者の「根

治治療」と「見た目の美しさ（整容性）」を両立させるための学会を立ち上げるなど、患者の QOL に

寄り添う活動が際立つ。第 15 回（2014－2015）日本抗加齢医学会会長、2016 年日本形成外科学

会会長(予定)。 

 

堀江 重郎（ほりえ しげお） 

順天堂大学医学部 教授（泌尿器科学） 

 

東京大学医学部卒業。日米で医師免許取得。救急医学、泌尿器科学、腎臓学、分子生物学を学ぶ。帝京大学医学部

主任教授を経て現職。手術ロボット「ダヴィンチ」を駆使した最先端医療から、在宅医療まで一貫した治療を行っている。

現在アジア前立腺学会理事長 

 



 

山田 秀和（やまだ ひでかず） 

近畿大学奈良病院皮膚科教授・ 

近畿大学アンチエイジングセンター 副センター長 

 

大阪府出身。近畿大学医学部卒業、同大学院修了。この間オーストリア政府給費生（ウィーン

大学皮膚科、米国ベセスダ NIH 免疫学教室）。近畿大学在外研究員（ウィーン大学）近畿大学医

学部奈良病院皮膚科助教授を経て現職。日本皮膚科学会専門医、日本東洋学会指導医、日本

アレルギー学会指導医、日本抗加齢医学会専門医。 アレルギー等皮膚科領域はもちろん、その

領域にとらわれず医療全分野の文献を研究、予防医学の観点から診療にあたる。文化人類学、

社会学等にも造詣が深く、「日常に届く医療」の為の情報提供に尽力している。2016 年加齢皮膚

医学研究会会長、2017年美容皮膚科学会会長、2018年日本抗加齢医学会会長を務める予定。 

 

山下 理絵（やました りえ） 

湘南鎌倉総合病院形成外科・美容外科部長 

 

東京都出身。北里大学医学部卒業。同大学病院形成外科入局、形成外科、麻酔科、横浜南共

済病院形成外科勤務。横浜市民病院外科、日比谷病院外科、形成外科熊倉整形外科病院整形

外科、形成外科、北里大学病院救命救急センター・形成外科チーフ、美容外科チーフ、相模原協

同病院形成外科・美容外科を経て現職。美容医療におけるカリスマ的存在。レーザー、フィラーと

いった現在最も注目されているマーケットをはじめ、火傷や創傷の専門的治療もこなす。温泉・ス

パやエステなど女性ならではの興味分野にも精通している。2014 年見た目のアンチエイジング研

究会会長を務めた。 

 

浜中 聡子（はまなか さとこ） 

AAC クリニック銀座院長 

 

大阪府出身。北里大学医学部卒業、北里大学大学院医療系研究科臨床医科学群精神科学修

了、Master of science (M.Sc.), Preventive, Anti-Aging & Regenerative Medicine, Dresden 

International University (DIU)修了。国際アンチエイジング医学会(WOSAAM)専門医、米国抗加齢

医学会(A4M)専門医、米国先端医療学会(ACAM)専門医、日本抗加齢医学会専門医 などの資

格を取得し、心身両面からのケアでウェルエイジングを提唱し臨床現場に立つ。 

 

 

 

■ アンチエイジング医師団 顧問団  （50音順） 

 

アロマテセラピー・フィトセラピー 池田明子 植物療法士 

歯科 和泉雄一 東京医科歯科大学教授・歯周病学 

感染症内科 岩田健太郎 神戸大学感染症内科診療科長・国際診療部長 

建築と健康 岩前篤 近畿大学 建築学部長 

皮膚科・スポーツドクター 上田由紀子 ニュー上田クリニック・国立スポーツ科学センター 

老年学 大内尉義 東京大学名誉教授・虎の門病院院長・日本老年医学会理事長 



がん総合 垣添忠生 国立がん研究センター名誉総長・日本対がん協会会長 

薬学 近藤留美子 北里大学病院薬剤部 

看護学 真田弘美 東京大学健康科学看護学老年看護学/創傷看護学 

眼科 清水公也 北里大学眼科主任教授 

婦人科 上坊敏子 独立行政法人地域医療機能推進機構相模野病院婦人科腫瘍

センター長 

美容・医療ツーリズム 白壁征夫 サフォクリニック院長 

整形外科 高相晶士 北里大学病院整形外科教授 

男性医療・泌尿器科 辻村晃 順天堂大学医学部附属浦安病院先任准教授 

アユルヴェーダ 西川眞知子 日本ナチュラルヒーリングセンター代表 

再生医療 畠賢一郎 株式会社ジャパンティッシュエンジニアリング J-TEC 

食 服部幸應 服部栄養専門学校理事長/校長・医学博士 

東洋医学 花輪壽彦 北里大学東洋医学教育研究部門教授 

救急 前川和彦 東京大学名誉教授・ツル虎の門外科・リハビリテーション病院

院長 

栄養療法 溝口徹 新宿溝口クリニック院長 

レーザー 宮田成章 みやた形成外科・皮ふクリニック院長 

サプリメント・食品機能性表示 森下竜一 大阪大学臨床遺伝治療学・安倍内閣官房参与 

抗加齢医学全般 吉川敏一 京都府立医科大学 学長・日本抗加齢協会理事長 

呼吸器外科 吉村博邦 北里大学名誉教授・練馬光が丘病院常勤顧問・医学部長病院

長会議顧問 

 

顧問団メンバーは順次追加 


